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サル       ことばのミニ事典 

 サルは一般的に、ヒト以外の霊長類の総称。霊長類は学術的にヒト

も含め霊長目（れいちょうもく）、あるいはサル目と呼ばれ、約 220 種

が現生する。 

 サル目は、曲鼻猿類（キツネザル類やロリス類）と直鼻猿類（メガネ

ザル類、オナガザル類、類人猿などその他の霊長類）に大別される。テ

ナガザル、オランウータン、ゴリラ、チンパンジー、ボノボなどの類人

猿は形態がヒトに似ていて尾がなく遺伝子もヒトと 2％しか違わない

という。 

 ヒトを除く霊長類は概して熱帯系の動物。ニホンザルのように温帯域

のサルは珍しい。日本固有種であるニホンザルは世界で最も高緯度に分

布するサルだ。暖温帯の屋久島から、高山帯の日本アルプス、冷温帯の

本州北端、下北半島まで、広範囲で多様な環境に生息する。 

 日本人にとってニホンザルは昔から馴染み深い動物だ。日本の霊長類

研究は戦後の野生ニホンザルの研究によって飛躍的に発展した。大分県

の高崎山、長野県の地獄谷野猿公苑などのように、野生に近い状態のサ

ルを観察できる場所もある。生息環境の破壊によって、各地で猿害が絶

えないが、科学的な知識を持って共存してゆきたい。 

 

 


